









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































D 生産物および用具 注％（注％） 注％（注％） 注％（注％）
E 自然物および自然現象 注％（注％） 注％（注％） 注％（注％）
注．用の類
（動詞など）
F 抽象的関係 注％（0％） 6％（5％） 注％（注％）
G 人間活動─精神および行為 8％（5％）注0％（注0％）注注％（注5％）
H 自然物および自然現象 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）
注．相の類
（形容詞など）
I 抽象的関係 注0％（9％） 7％（7％） 7％（9％）
J 人間活動─精神および行為 注％（注％） 注％（注％） 注％（5％）
K 自然物および自然現象 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）
注．その他 L その他の類 注％（5％） 注％（注％） 0％（0％）
明治 30 年代　夏目鏡子宛て書簡の漢語
（『分類語彙表─増補改訂版─』を用いた分類）






D 生産物および用具 6％（7％） 0％（0％） 5％（5％）
E 自然物および自然現象 6％（8％） 6％（7％） 注％（注％）
注．用の類
（動詞など）
F 抽象的関係 注％（注％） 5％（6％） 注％（注％）
G 人間活動─精神および行為 6％（5％） 注％（注％） 5％（5％）




J 人間活動─精神および行為 注％（5％） 5％（注％） 7％（8％）
K 自然物および自然現象 注％（注％） 注％（注％） 注％（0％）










D 生産物および用具 注％（5％） 0％（0％） 注％（注％）
E 自然物および自然現象 注6％（注0％） 注％（注％） 注％（注％）
注．用の類
（動詞など）
F 抽象的関係 0％（0％） 注％（注％） 注％（注％）
G 人間活動─精神および行為 注6％（注0％） 注％（注％） 注％（6％）
H 自然物および自然現象 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）
注．相の類
（形容詞など）
I 抽象的関係 注％（5％） 注注％（9％） 8％（7％）
J 人間活動─精神および行為 注注％（注5％） 0％（0％） 注％（5％）
K 自然物および自然現象 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）
注．その他 L その他の類 注注％（注0％） 注％（注％） 注％（注％）
明治 30 年代　森田草平宛て書簡の漢語
（『分類語彙表─増補改訂版─』を用いた分類）






D 生産物および用具 0％（0％） 注％（注％） 注％（注％）
E 自然物および自然現象 注％（注％） 5％（5％） 注％（注％）
注．用の類
（動詞など）
F 抽象的関係 0％（0％） 注％（注％） 注％（注％）
G 人間活動─精神および行為 注％（注％） 5％（6％） 7％（注0％）
H 自然物および自然現象 0％（0％） 0％（注％） 0％（0％）
注．相の類
（形容詞など）
I 抽象的関係 9％（9％） 5％（6％） 注0％（9％）
J 人間活動─精神および行為 注％（注％） 注％（注％） 5％（8％）
K 自然物および自然現象 注％（注％） 0％（0％） 0％（0％）












注」 、 「小説」などの文学に関する漢語、 「郵便
注」 、 「見物」 、
「勉学」など漱石自身の状況に関する漢語、 「御自愛」 、 「御注意」 、「御療養」など療養中の子規を心配する思いを伝える漢語などが採録された。　
門下生・鈴木三重吉宛ての［Ｃ人間活動─精神・行為］では、



















































































注」 、 「散歩」 、 「洗濯」など、留学中




























注」 、 「豪傑」 、 「侯爵」 、 「美人」 、 「病人」な






注」 、 「意見」 、 「御無沙汰」 、 「自慢」 、 「冗










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































延べ語数の割合（異なり語数の割合） 候文 文語文 口語文
一字漢語 注注％（8％）注注％（注注％）注8％（注7％）
二字漢語 70％（7注％）78％（77％）7注％（70％）
三字漢語 注注％（注7％） 5％（6％） 6％（8％）
四字漢語 注％（注％） 注％（注％） 注％（注％）
五字漢語 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）
六字漢語 0％（0％） 0％（0％） 注％（注％）
明治 30 年代　夏目鏡子宛て書簡の漢語
（漢語の字数による分類）




四字漢語 注％（注％） 注％（注％） 注％（注％）
五字漢語 0％（0％） 0％（0％） 0％（注％）
六字漢語 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）
明治 30 年代　鈴木三重吉宛て書簡の漢語
（漢語の字数による分類）




四字漢語 注注％（9％） 注％（注％） 注％（注％）
五字漢語 0％（0％） 0％（0％） 注％（注％）
六字漢語 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）
明治 30 年代　森田草平宛て書簡の漢語
（漢語の字数による分類）
延べ語数の割合（異なり語数の割合） 候文 文語文 口語文
一字漢語 注注％（注7％）注8％（注5％） 注9％（9％）
二字漢語 67％（69％）70％（7注％）7注％（78％）
三字漢語 注0％（注注％） 8％（9％） 6％（注0％）
四字漢語 注％（注％） 注％（注％） 注％（注％）
五字漢語 0％（0％） 0％（0％） 0％（0％）






漢語では、延べ語数・異なり語数共に二字漢語の割合が最も高かった。二番目、三番目に割合が高かった項目は人物によって差がみられ 正岡子規、夏 鏡子、鈴木三重吉宛てで 延べ語数・異なり語数共に二番目に割合が高い項目は三字漢語、三番目は一字漢語という順になった。一方、森田草平宛てのみ延べ数・異なり語数共に二番目 割合が高い項目は一字漢語、三番目は三字漢語という順になった。漢語の字数に関して以下の特徴がみられた。【一字漢語について】　
どの人物宛てにも共通しているのは、 「存」の使用割合が最も





























































































































れなかった。なお、一人称に関しては、夏目鏡子宛ての口語文の書簡では「おれ」という表現が多くみられた。本稿では、漢語を対象としているため採録はしなかったが、このような表現 夏目鏡子宛ての候文・文語文の書簡、正岡子規 鈴木三重吉、森田草平宛ての書簡ではみられなかった。家族宛てであり、かつ口語文であるというこ から、普通に会話をする時により近い表現で、内容を伝えようとしたのではない と考える。　
したがって、口語文における一人称に関しては、友人・正岡子
規宛てでは「僕」 、夏目鏡子宛てでは「おれ」が多く、 「僕」は一例みられ、鈴木三重吉、森田草平宛てでは、 「僕 または「小生」が使用されていた。このことから、友人、家族に対してより会話に近い表現を用い 師弟関係にある人物宛てには、やや形式的な表現である「小生」も内容に応じて使用していたと考えられる。漱石は自分自身の立場や書簡の内容によって文体や語彙に工夫をし、相手に対してど ような が最も適切かを常に考え、実践していたので ないかと考えられる。【三字漢語について】　
候文において特徴的であった「御＋二字漢語」という三字漢語
の使用割合は、口語文では多い場合でも三割程度 あった。候文の場合は、四割以上使用されていたため、口語文での「御＋二字漢語」という三字漢語の 割合 候文に比べて低いと える。【四字漢語について】　
口語文で採録した四字漢語の中で、四字熟語に属す漢語は八語




































































































































































































































































明治三八年（五一二） 、明治三九年（五一九 五二一、 三四、三五、五 七、五 三 五四 七〇、五七八 五 七 五八、六一六、六一九、六二 、六四四、 六〇、六六 、六七 、六七四 七七 八六 七〇一 二 五、七二九、 三七）
注
注	 『新潮国語辞典
　
第二版』 （新潮社
　
一九九五年）
注
注	 『分類語彙表─増補改訂版─』 （国立国語研究所
　
二〇〇四年）
注
5	 『大修館
　
四字熟語辞典』 （大修館書店
　
二〇〇四年）
注
6	 『漱石全集』第二二巻（岩波書店
　
一九九六年
　
五九二頁）
注
7	 『漱石全集』第二二巻（岩波書店
　
一九九六年
　
二五一頁）
	
（こばやし
　
みおこ
　
二〇一三年日文卒）
